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三沢市生活支援・介護予防体制整備推進協議会（概要） 

議名称 平成２８年度 第１回三沢市生活支援・介護予防体制整備推進協議会 

開催日時 平成２９年３月２２日（水）１３時３０分～１４時３０分 

場  所 三沢市総合社会福祉センター ２階 多目的ホール１・２ 

出 席 者 

委員（敬称略） 

会長(議長) 宮古 直志 委員 浪岡 博司 

委員 沼宮内 千春 委員 蒔田 裕仁 

委員 大森 和子 委員 中平 智弘 

委員 伊澤 タネ 委員 市川 裕子 

委員 大森 スヅエ 委員 髙田 ひとみ 

委員 及川 カツ子 委員 成田 健一 

副会長 髙松 朝子   

事務局 

三沢市 福祉部介護福祉課 

      課長     寺澤 寿子    課長補佐   大塚 勤光 

包括支援係長 田鎖 雅子    保健師    内村 憲司 

主事     浪岡 麻衣子 

議事案件 

１ 案件 

（１）国の方針及び市の計画概要について 

（２）生活支援体制整備事業について 

（３）生活支援体制整備事業業務委託（地域きずな・支えあい事業）について 

（４）今後のスケジュールについて 

２ その他 

議事概要 

１ 案件 

（１）国の方針及び市の計画概要について 

● 事務局：（資料に基づき説明） 

  〈意見なし〉 

 

（２）生活支援体制整備事業について 

● 事務局：（資料に基づき説明） 

 ● 宮古会長：生活支援体制市日事業についてボリュームのある説明があり、一度に理解しづ

らいと思うが、これは大変大切なものだと実感している。 

 ● 沼宮内委員：この前も会議のあった社協のきずな事業と内容が重複している部分があると

思うが、 関連や関係性はどの様になっているか。 

 ● 事務局：次の案件で説明させて頂きたいと思う。 

 ● 沼宮内委員：もう一つ、地域の担い手をどのように養成していくのか。 

 ● 事務局：例えば、介護度の付かない元気な高齢者には、寺子屋などの色々な活動がある中

で、週一回集まり、料理教室、体操、介護予防事業などの活動に参加している方がいる。

その様な元気な方々に家に閉じこもりがちな、介護度の付く高齢者の方々を支える担い手
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としてご協力頂きたいと考えている。 

 ● 沼宮内委員：研修会や講座に出席するのか。 

 ● 事務局：生活支援コーディネーターの話になるので、まずは次の案件できずな事業との関

係の説明を聞いてからご意見を頂きたい。 

 ● 沼宮内委員：町内会長としては、色々な方が町内に関わっているとは思うが、民生委員以

外の方がどの様に関わっているのか分からないので、どの様に参加して行けば良いのかは

っきり見えない。ＮＰＯという組織は三沢市にあるのか。 

 ● 事務局：現在はない。 

 ● 大森委員：地域での見守りについて、町内会や老人クラブの会員になっている方は見守り

の目が行き届いていると思が、それらに入会していない方々をいかに見守っていくかは大

変だと思うが、どの様に考えているか。 

 ● 事務局：皆様から色々な意見、提言を頂いて取り組んで行きたいと考えいるので、ご協力

をお願いしたい。 

 

（３）生活支援体制整備事業業務委託（地域きずな・支えあい事業）について 

● 事務局：（高齢福祉係長の蒔田委員より資料に基づき説明） 

 ● 中平委員：生活支援コーディネーターについて、スケジュール案を見る限り、今年度にも

数名選出という形になると思うが、具体的に当協議会の会員から選出するのか、民生委員

の方々から選出するのか、といった人数・時期などが決まっているか確認したい。 

 ● 事務局：平成２９年度の生活支援コーディネーターの配置について、市から１名、社協か

ら１名の方に先立って資格を取得して頂いた。次年度からは、受託法人である社協から１

名以上の方に取得して頂く。また、各日常生活圏域から生活支援コーディネーターを地域

生活支援コーディネーターとして、各圏域からそれぞれ２名ずつ取得して頂くことを想定

している。 

 

（４）今後のスケジュールについて 

● 事務局：（資料に基づき説明） 

 ● 沼宮内委員：この協議会は、今年あと何回を予定しているか。 

 ● 事務局：平成２９年度からは４つの日常生活圏域それぞれで協議会を４回程度開催して頂

き、その協議内容を、第一層である当協議会へ諮り、サービスや事業化に結び付けたいと

考えている。 

 ● 中平委員：私達委員は、どの様な圏域の会議に出席し、どの様な役割をしたら良いのかな

ど、具体的な取り決めはあるか。 

 ● 事務局：当協議会へ参加している第一層の委員の方々は、日常生活４圏域の協議会へはご

参加頂かなくても良い。日常生活４圏域協議会の構成は、町内会役員・民生委員・ご近所

サポーター・地域生活支援コーディネーターの方々を想定している。日常生活４圏域協議

会で挙げられた事項で、不足するサービスや要望を第一層の当協議会で諮り、必要であれ

ば市全体の政策として、事業化に繋げたいと考えている。 

 ● 伊澤委員：ややこしくて、質問の仕方も分からないが、一人暮らしに限らないとなると、

かなりの人数になると思し、この事業に協力して頂くのは容易なことではないと思う。 

 

２ その他 

 ● 宮古会長：何かご提案、連絡事項、情報提供等あれば意見をお願いしたい。 

 ● 伊澤委員：各町内会や会長の方ヘの周知はどうなるか。 
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 ● 事務局：今後、町内会長等の会議を通じて、社協より事業の内容説明等をして頂きたいと

考えている。 

 ● 髙松委員：きずな事業や民生委員が個々に集まる機会があると思うが、一度話し合ってか

ら各町内へ行くのか、きずな事業だけで回って歩くのか、どの様な対応をするのか。 

 ● 事務局：先程の説明にもあった様に、きずな事業を活用して当事業の体制整備をしていく

為、社協より説明して頂き、現きずな事業を基本として民生委員や町内会で集まった際に

話し合いが持たれると思う。 

 ● 中平委員：三沢市には地域ケア推進会議という新たな組織があるが、先程の資源の吸い上

げという点で類似する部分がある。地域ケア推進会議との関係性はどのようになるのか。 

 ● 事務局：地域ケア推進会議については、あくまでも多職種連携の会議として多方面の職種

から情報を頂いている。当事業は、地域を一つの単位とし、地域住民から意見を吸い上げ、

事務局や関係機関を通して地域ケア推進会議へ報告するという進み方になると思う。 

 ● 宮古会長：委員の皆様方のご協力のもと、スムーズに議事を進行することができた。今後

とも事務局の方から色々な情報提供等があると思うが、その際はまた皆様方から忌憚のな

いご意見を頂きたいので、よろしくお願いしたい。 

 

 

以 上 


